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コメニウスにおける幼児教育思想の展開
一生涯教育と家庭 ・集団保育の提唱ー
JI 正 通
Developmental Process in J. A. Comenius.s Theory of 
Early Childhood Edu伺 tion
-A Proposal of Life-long Education and Home-Collective Education一
MASAMICHl OGAWA 
I 序 箇幼児教育関係の3著作の由来
「近代教育の父Jといわれるチェコスロパキアの新教
運動の指導者コメニウス JohannAmos Comenius: 
Jan Amos Komensky (1592-1670)は，本年その死後
3∞年Ir当る。実践的思忽家としての彼の大きな業績は，
今日主主身高く評価されている。幼児IC関連しても，真lζ
「幼児教育の父」であった。本稿lま，筆者による彼lζ対
する300年記念の小論である。
本稿の目標li，彼がその教育体系の中で，幼児教育を
いかに位置づゆたか，その教育内容をいかに精想したか，
家庭教育と母親の役割を極めて窓視しながら，やがて集
団保育の提案を行なっている乙となどにつき，それらの
思想の展開過程を辿りつつ，自然に彼の恩恕の現代的意
畿を明らかにしようとする乙とにある。しかもそのため
には， Comeniusの多数の著作のうちで，直接に幼児教
育に関連するつぎの3著の比絞検討を要するが，まず3
著の成立の由来と性格の一緒から述べよう。
1. r大教授学JDidactica magna (Grof3e Unterrichts. 
lebre-ubersetzt von C. Th. Lion 5. Aufl190のは，
Comenius tflポーランドのリッサで16Z7-32Iζポヘミ
ア語で執筆， 39年ラテン語に釈したが，その公刊は， 57 
年彼の f教脊著作会集JOper:a didactica omnia Iζ収
めたときであった。乙の"GroseUnterrichtslehre"は，
いわば第1の教育学級鎗であり，同時にそれは.社会と
人間の改造を確信した第1次教育改革案でもあった。
2. i母規学校指針JInformatonvm der Mutter Schul 
(von C. Th. Lion 2. Auf1. 1907)は，1629-321Cボ
へミア語で密かれ， 33年乙のドイツ箆版(当時の古い ド
イ ツ誇で)を出した。~引とポーラン ド語版， 日年ラテ ン
語版を作ったが，乙乙では母親学校の内容上の意味をと
( 1 ) 
って， r幼児の学校J1) Schola infantiae (Kleinkinder-
schule)と改題した。 しかし前記の "Operadidactica 
omnia"の中では， r母親の膝の学校J2)Schola materni 
gremii (Mutterschosschule)となっている。なお後に
明らかにするが， "Informatorivm der Mutter Schul" 
の執筆については， 彼はすでに "Grof3eUnterrichts-
lehre"の中で加予定していた。
3. r汎教育論JPampaedia (herausgegeben von D. 
Tschiまewskiyu. H.Geissler u. K. Schaler 2. Aufl， 
1965)は， 山J.Piaget によると， Comeniusがハンガ
リア滞在中の1白O年以後IC執筆をはじめ，その大怒分を
アムステルダムで書いた稿本であると。しかしとの
"Pampaedia"は， 長く世間lζ知られず， ょうやく第2
次世界戦争の当初になって， D. Cy!evskijから発見さ
れたラテン語の稿本である。そして1948年チェコ語に釈
され， ラテン語のテキス トとドイツ語釈は， ょうやく
1960年に出版されたという因縁の著作である。しかも乙
の著は，彼の引第2の教育学概論で，同時Iζ第2次教育
改革鎗といわれている。
なお以上3著作のうちで， uGroβe Unterrichtslehre" 
だけに邦釈が制約 2種あるが，他の2著作についてはれ
まだ部分的な紹介容が1. 2あるにすぎない。
1 r大教授学Jにおける幼児教育の地位と ra貌学
校jの理念
「人聞は被造物のうちで，最高で絶対的巌も卓越した
存fJであるが， r人聞の究極の目的は現世の彼岸JIζ 
あり，現世はただ永速に対する準備に他ならない。かよ
うな「人聞が哀の人間になるには，教育されねばならな
いJのである。「子どもは神の長も貧m:な贈物」 釦 (Die
Kinder， als Gottes thewres gabe)であり， r…幼年
一日4ー 児
時代において，最も遜正に形成されるJ。しかも..Groβe 
Unterrichtslehre"の高IJ題の「すべての人にすべてを教
える普沼妥当の術J(Eine aUg.emein gultige Kunst， 
alle attes zu lehren)の基準としては， r自然を教師と
し自然から借りてくるJのでなければならぬとした。目
的論Iζ 「神jを，方法鎗に「自然と感覚』をおく彼にお
いては，神から贈られた子どもを再び神へ返すとと，そ
れが教育作用であって，人間をいわば神lζ属する「教育
的人間」として抱えた。したがって「釦青少年は共通に
教育されねばならない。そしてそのためには学校が必
要Jなのである。
以上のような思想を背景に Comeniusは，子どもの
心身の発達と年鶴lζ却した系統的な教育組織を嫌忽し，
すべての人IC共通な画期的な「単線型J(Iムaddersystem)
の教育制度を提案した。
それは具体的には，"Grose Unterrichtslehre (会33
君主)の XX¥1$:年自由と進歩との段階iζ基づく学校の4階
程， Iζ明示されている。そしてその中で，乳幼児Iζ対し
ては，各家庭にある 「母親の膝J10> Mutterschopを組
織化し， それを母親が教師である 「母親学校J Mut-.1表 (r大教授学Jより作成)
2 3 
(1)学校系統と学校名
年齢 発途段階 (2)学校の設置場所
(3) 入学対象
24銭 (1)大学および旅行膏 年 期
(2) 各王国または国毎に
Angehender 
(3) 教師，学識者，指導
Mannesalter 者のため
18歳
(1) ラテン脅学校または
ギムナヅウム
少 年 期 (2) 各都市毎に
Junglingsalter (3) 工場の職人以上のた
め
12成
(1)小学校または公立
幼 年 期
(母)国語学校
(2) 各部落または村毎IC
(3) 男女児のすべてのた
Jugend め
6滋
(1) 母親の膝(母親学校)
乳幼児期 (2) 各家庭毎に
Kindheit (3) 男女児のすべてのた
0歳 め
重 ~ゐ寸ー
terschuleと称し，人生最初の学校であるとした。
~ 1表を多照。
Grose Unterrichtslehre第xm章lま，母麹学校の理
念 (DieIdee der Mutter Schule)である。はじめに
植物の生長から類推し樹木の大枝は，はじの数年のうち
に斡から出るように，一生の有用な教育は，すべて母親
学校の時期に纏えつけよと説く。そして近世「実学主義J
Realismusと 「客観的自然主義JObje】diverN鉱山富l
ismus IC基づく直観主畿的な 「汎知学JPanωphiaと各
段階の教育は} 11>同一問題の巡った取扱いにすぎぬと
の立場から，母親学校の教育内容を指摘する。それは大
別して， r学問JWissenschaften， r道徳JSittlichkeit 
および f宗教JReligiositれとなる。さらに学問として
は，ローマ以来伝統的なr7自由科JDie sieben freien 
Kunsteを越えて， 12> 18科目をら列する。却ち Met-
aphysik， Naturwissenschaften， Optik， Astronomie， 
Geographie， Chronologie， Geschichte， Arithmetik， 
Geometrie， Statik， Mechanische Arbeit， Dialek-
tische Kunst， Gramatik， Rhetorik， Poesie， Musik， 
Hauswirtschaftslebre， Politik. 
4 5 備 ヨ雪
心身の発達IC基づく教育 植物の生長と季 人間の身体の成
の重点と主要科目 節からの類推 熟は25:滋
(1)意志の訓練と諸能力
の認和(霊魂) 果実の加工の冬
(2) 神学，哲学，医学，
法学の研究
(1)見聞の理解と判断
(2)弁証法，文法，修辞
学その学科や技術の 収穫の秋
習得
(1)器官，手，嘗繋とと
もに内宮，想像力，
妃.it'iカの修練 生長の友
(2) 絞，容，算その他の
学習
(1) 外宮の訓練と事物の
織別
(2) cf.本孤P.154"'155 
花 の 春
( 2 ) 
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以上ICSittenlehre (Ethik)と Religionとを加え
ると，20項目となる。
まず 「学問Jの項目に対し，6歳児までの内容と指導
法を説いているが，と乙では次にその若干に簡単にふれ
るζとに留どめよう。
「形而上学の基礎Jについては，幼児が感覚をもって
いても，物の区別を学ぶまでは，それが何かを知らぬの
で，有と無，ど乙といつ，似ると似ないなどの概念の斑
解から出発する。「自然科学jとしては， 73<.土，空気，
火，雨， 石，鉄，木，烏， 魚，牝牛などや人体の外部に
つき，その名称と用途を知らせる。 r歴史Jは，子ども
の生活に関係する最近の事件の想起，報告および処理法
などを理解させる。「算術jにおいては， 幼児が分量の
意味を理解し， 10まで算え. 3は2より多く.3 + 1 = 
4などが分れiまよい。 「文法Jは， 母国語の正しい話し
方を学び，文字，綴字，言葉などの正しい発音へ導く。
「音楽Jの第1歩は，やさしい絞美歌や詩篇を学ぶ乙とに
あり，その練習はキリス ト教徒としての日銀である。「家
政学Jとは，家族成員即ち父，母，女中などを知るとと
もに，部屋や家具などを理解するζ とである。「政治学J
は国会，大臣と裁判官などを指摘する。しかも指導は，
すべて子どもの性質と個人差lζ応じ行なう。
つぎに「道徳Jについては， 13)12の徳田を掲げかつ説
明を加えているが，ここではその徳目のみをあげる。即ち
M誌がgkeit，Sauberkeit. Ehrerbietung. Gehorsam， 
Wahrhaftigkeit， Gerechtigkeit， Liebe. Arbeit， 
Schweigen， Geduld， Gefalligkeit. H品fIichkeit.
さらに rU )宗教Jでは， 神への帰依と敬神の心を幼
児期から培い. Katechismus (問答書)の主項目を暗
記させる。そして常に神の前に在るように生き，神とと
もに歩む習慣を身につけさせる。
以上を Comeniusは，母親学校の目的と事長題である
とした。しかし乙の学校においては，母国語学校などの
ように15)学年・月・目別の詳細なカリキュラム編成は，
つぎの理由から不可能である。即ち(1)家事に多忙な親に
は，学校教師のようにわが子に対して，方法的な指導が
困難である乙と.(2)幼児にはその個人差が大きく，親の
裁量1:任かさざるをえないとと。
しかしながらそのような殺の家庭教育を補助する手段
が2つあり，その1つは.r絵本JBilderbucherleinで
ある。幼児の感官に訴えうる絵本の教育的彦、豊島を高く評
価し，その効果を3つ掲げる。それに関述し彼が世界最
初の直観的絵入教科書「世界図絵JOrbis sensualium 
pictus (1係3"'-1飴5)を書いたζとは，余りにも有名であ
( 3 ) 
る。他の家庭保育の緩助手段は，親と乳母に対し自己の
義務を具体的に知らせる手引書を与える ζとである。そ
のために Comeniusは，乙の艇のfIIl子を 「母親学校の
指導管J161 Unterrichtsbuchlein der Mutterschule 
として書くつもりであると，明らかに予言している。
1 rln貌学校指針Jの幼児教育体系とくに教育内容
上記の指導奮が，翌33年公刊されたとの"Infonnato-
rivm der Mutter Schul"である。金12章から成る乙の
審の序文一キリ スト教の説者へ (Anden Christlichen 
Leser)においても."Grose Unterrichtslehreの 17)
目次と簡単な説明を付し，両著作の関連を確認している。
"Informatorivm der Mutter Schul" 1章は，子ども
が神の最も貴重な贈物・宝物である乙と. 1主lま，神が
何故に子どもを両親に委託し，何故に綬は子どもを指導
すべきか. 1掌は，幼児には正しい訓練と指導が必要な
ことを述べ 18) IV主主は，幼児は何へ誕生後真ちにそし
て次第に訓練され.6歳頃iζ完成されるよう教育さるべ
きか (Worinndie Jugend bald von ihrer geburt an 
bey mehlich gevbet， vnd gegen das sechste ]ahr 
ihres alters. au.Bgevbet werden 501)であって，本-=
が"GroseUロterrichtslehre"における母親学校論の教
育内容の一層の体系化であると見られる。ついでY'O.健
康，羽宣伝悟性，司主主行為と作業.VI主主言語.lX章道徳，
x:t主神への畏敬で. Y"'-Xfi;は. lV意の詳論になってい
る。(なおJX"'-XU震は後述)。以上の理由で本稿は，主iζ
W章について述べる乙とにする。
まず注目すべきは，前勢XXVl:4iとは逆IC本笹のlVi主
においては，教育内容を Gottseligkeit(宗教).Sit-
ten vnd Tugenden (進徳).Kunste (学芸)の頗に言
及し，かつ19)健康 (gesundsey)についても付加して
いる乙とである。と乙では便宜上 「道徳Jから述べるが
Grose Unterrichtslehreの12徳目が，本容では1徳目
20) Ehrbarkeit (端正)を加え. 13徳自になっていると
とと用語が多少変っている乙とである。
つぎに「宗教Jについては，やや鮮しく敬皮のいわば
3層構造を基礎とし，つぎのように説く。即ち(1)吾-々の
心が常IL利lを尊敬し，為し，言い，考える一切のうちに
村1を求める. (2)争~の図を求めるものは，尊敬，愛，従販
の心で利lI1:従う.(3)'fi1C神1:銭し，制1との合ーにより平
和，慰め，喜びが実現する，と。そしてζのための基礎
指導として.6歳児以下の心につぎの7項を印象づける
要があるとする。即ち(ヨ)神が存主Iーする.(b)事jlは常IC
見ている.(c)飲食物と衣服は神から賜わったが，事1ζ
従順なものにのみ与えられる. (d)神は不道徳な人を死
-156ー 児
罪で約する，(e)紳を怖れ祈り父として愛せよ，(f)神
の命にすべて従え，(g)神は善であって正しいものを天
国へと導く。
「学芸Jについては，本書では前容とは違い単なるら
列でなく，つぎのように系列化，様進化した。即ち(I)21l
Erk語ntnuβ(Kennen)，21) (2) Thun (Arbeit vund 
Kunst)， (3) 21勺 Reden (Sprache)に関するもの。 そ
して Kennen(認識)としては，Naturlichedinge (in 
physics)， Optiω， Astronomia， Geographia， Chron-
ologia， Historien， Oeconomia(von Hause)， Politeca 
乙乙では GroseUnterrichtslebre における Metap-
hsik (形而上学)には言及していない。
つぎのThun(行為)については，Dialectica， Arithme-
tica， Geometria， Musica， Eines H:mdwerckes 
(Mechanische Arbeit)をあげて， 前書の Statik(計
量)には言及していない。それは上記の Metaphsikと
ともに， {也の項目に含めて考えたのかもしれない。つぎ
の Reden(言葉〉では Grammatica， Rhetorica， 
Poesinをあげている。 したがって前書における1訴ヰ目
比本軍事では16科目に減少した，理由は言及せぬa
なお本容では， r健康jについても言及し，それはす
べての基礎であるから，親は子どもの強壮と保健lζとく
に留意しなければならぬと言い，また別iζ 「喜ばしい精
神は，すでに半ば健康を意味するJとした。
第 2表 (r汎教育論jより作成)
童 学
つぎに刃寧では，6歳までは家庭で母親の保護指導の
もとにあるべき理由と6歳になると小学校(母国語学校)
へ入学すべき理由を述べている。即ち前者Iζ関しては22)
22η幼児は一人の教師が多数の子どもを世話する学校よ
りも，注意深い親の保護を必要とするからであるとする。
そして後者については， 6歳児以下は，いわば親木から
実生した笛木のごときもので，やがて苗木を広い圏へ移
さないと，親木のもとで光線も養分も少なく 枯れるか
ら，今や丈夫になった子どもは，小学校へ入学させねばな
らぬと鋭く。また司王まは，子どもの学校入学のために，
親が準備すべき乙とにつき述べている。
lV r汎教育IlJの幼兜教育の徳造と集団保有
( 1 ) 生涯教育と幼児教育の構想
"Pampaedia"(金16章)の基本恩惣は，23U23'》Omnes-
Omnia・Omnino(すべての人に，すべてのζとを，徹底
的Ir:教えて完成させる)ζとにある。(J"'lV.)，つぎ
のV"，W章では， Die Schule des Ganzen， Die Bucher 
des Ganzen u. Die Lehrer des Ganzen につき説く。
そしてつぎに Comeniusは，彊"'XV章において，年
齢段階IC応じた各学校即ち教育は，いわゆる「揺鑑から
墓場までJFrom the cradle to the grave，または「生
涯教育JLife-long Educationとして組織さるべきとし
て，誕生前から死IC~るまでの教育計画，その教育内容
と方法を提案しているのである。 第2表を多照。
1 2 3 4 5 
指導目標|世年齢・発達段階・学校の名称 界 |月の割当|人間の 住よ
2e S d2Todま 校 I(各年齢の人IC共通ω婆)I永 遠
意sS九esz出 SLtJ3|生活の充足 |締 神的 I12月
ae Aes aanniLIte支 |生活の実践と正しい使用|道 徳 的 I7 "-11.F! 
(24員長) 由青 年の学校 I I 
日isS. des Jungmannes-I完全な知性の獲得|人閥的実在
(18歳ト alt竺三
意eS千deS2eiよit校|百科会審的知識の習得
(12歳)
6月 上地
自然的 5月
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第2表から明らかなように，前記2著では，乳幼児期
は成長発途と学校の第1段階であったが，胎児期を含め
た乙の "Pampaedia"においては.tl12段階となった。
そして本容の 政章母親の膝の学校 (Gremiummater-
num)は.r総論Jと「各論jから成り，さらに後者は，
後述のように6節 (期)から成っている。
総論「乳幼児は…あらゆる面で未形成，したがって全
体への関係で形成を必要とするJ。形成された人間とは，
いわば f神の生きた似姿J24)Das lebende Abbild des 
Gottesであり，被造物として可俊な限り， 全体を洞察
認知し，言葉で表現し.行為で表現できる ζとである。
そしてかような形成が，揺鑑からはじまる最初の学校の
指導の意袋と自的である。人類の本質的指導を毅は，神
tζ委託されている。 「親は子を自己のためでなく，神のた
めに産んだJのである。しかし多忙な叙に限り，教師や
子守iζ助けを求めてもよい。乳幼児期には.rすべてを
知る可能性が内在するけれども・・・現実には学んだとと
だけを知る」のであり，しかも今日は昔と巡って，吾々
は多くの乙とを学ばねばならぬ。また義を学ぶのも，い
わば曲げやすい若木のときに限る。そして「習慣は第2
の天性にまでJ25)Die Gewohnheit wird zur( zweiten) 
Naturなって行く。;dら1:永遠の福祉はよさ死1:. よ
さ死はよさ人生lζ，よさ人生はよき教育1:依存する乙と
を自覚しなければならない。しかしまた子どもに対し，
玩具 (Spielsachen)や絵(Bildeりを与え喜ばすととも
に，事物のun僚やその用途を知らせる乙とも大切である。
すべて子ども相応の仕方で学ばせる乙とが可能である。
各鎗母親学校をさらに分析し，乳幼児期の学校を6
学級(時期〉に分類して，説明している。
1. 入門学級，新生児の学級 :1か月半 (Dieeinleit-
ende Klasse， Die Klasse der Neugeborenen: ein 
einhalb Monate)ζの世への新多者に対して，祈りによ
り，洗礼によってよき教育を開始する。
2. 乳児学級:1年半 (DieSauglingsklasse: einein 
halb ]ahre)母親の腕のとの期には，母乳を授乳する乙
とによりや~のJ恩寵を受け，心11:内面的なものを形成する。
しかし貧婦人は，乳児を健康で上品かつ歓E震は乳母に託
しでもよい。
3. 補語と第1歩の学級 (DieKlasse des PI司pperns
und der ersten sc祉itte)知る乙とと同時に話す乙と
を教え，事物を示し命名させる。歩行ができるようにな
れば，遊び走らせる。28)r活動的な生活が真実の生活で
あるJから，運動的嘩びを奨める。甘やかさず健康と低
抗力を餐う。すべてf為すζとにより為すJ(Tun durch 
( 5 ) 
Tun)乙とを重んじ.r27)遊び (Spiel)は真面目な仕
事への前戯 (Vorspiel)であるJ乙とに留意する。
4. 言葉と知覚の学級(DieKJasse des Sprechens und 
Wahrnehmens) r認識カの中で， かつて感官の中lζ存
しなかったものは皆無Jであり，会生活の指導も感官IC
依存するから，感覚教育からはじめよ。そのさい無用，
m:=.無神を取りあげぬよう留意する。最初の印象が一
生を支配するからである。しかし，まだ詳細な事物の認
識が困難だから，実物を提示して説明せよ。祝福と真理
への迫求は，・柔かな子どもの心に録も容易IC受入れられ
る乙と"/)1.できる。
s. 道徳、と敬度の学級 (DieKlasse der Sitten und 
Frommigkeit) 
乙の両学級の教え方1:は，例示t模範)Beispiele，数
示 Un terweisungおよび訓練 Zuchtの3方法がある。
欲し，拒否し，怖れはじめる頃が，道徳形成の機会なの
である。 しかし「訓練は鞭の柄に頼ぅてはいけない」。
またすべての家庭は，家族が朝夕折る小教会であるべき
であって，両親は子どもを教会へ引卒し，あらゆる機会
lζ否身が一切を負うている神につき話し，祈りそしてそ
の方法を教えなければならない。
( 1 ) 集団保有の提祭とその内容
ら 最初の共同学校の学級或いは級初の教授の学級(Die
Klasse der ersten gemeinsamen Schule oder die 
Klaぉedes ersten Unte汀ichts)または妓初の共同的・
現実的学校主しての母の膝の学級であるf23).23勺 ζの
学級は，いわば半公立学校 (baJbりffe口t1icheScbule) 
であって，乙乙で子どもたちは，互に交際し，遊び，歌
い，第え，よさ道徳的しつけと敬度的な態度を培い，ま
だ読んだり奮いたりはせず，感官と記憶力の訓練iζ慣ら
さるべきである。それらすべてを誠実な婦人の監督のも
とに， 子どもたちが行なうのである。
そしてそのために，彼女たちの家屋を利用し，近隣の
子どもたちが参集する。乙の学校の必要な経費は，かよ
うな形式によって，子どもが教育されるととを欲し，か
つ公立(小)学校へ慾制されるζとを希望する人々が負
担する。 4~6歳児がこのような学校へ出席するJ と。
Comenius によると，当時まだ設立されていなかった乙
の磁の就学前教育施設の鑓唱は，彼と同時代の言語教師
28) Sophonias Hassenmullerの所説の影響1:ょった
と。ともかく Kindergartenのような施設に ついての
彼の乙の新提案li. 彼のすべての他の著作には30) 30η 
全く見る乙とができない。前記2著作においても，常IC
母親学校(母の膝)，ま，母親による乳幼児の家庭教育の
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意!とのみ使用されているのである。なお "Pampaedia"
では，前記2著作のように，教育内容としてとくに教育
科目を配列していない。
集団保有施設における学習において，苦しい作業を遊
びlζ変える ζとができる。文字と発音を学ばせるに当り
彼lま， 5コの「サイコロ」の活用を奨める。即ち第1サ
イコロー母音3，e， 1， 0， U， y，第2一子音 h，g， k， 
ch， g， k，第3一唇音w，b， p， f， 1， r，第 4ー 歯音
と鼻音d，tJ S， C， m， n}第 5ー 複母音-au，ae， eu 
oe。また他の方法でも幼児が， 24時間で文字を知り書け
るようになす乙とができる。また2冊の絵本 (ABCの
本と Bibelの手引書)の使用法も説く。
ついで幼児指導に関し必要な警告として，つぎの4原、
員IJを掲げる。(1)正しい教示を怠ると，人間，家族，国お
よび全日f界が破滅する， (2)家庭の欠陥は， 学校，教会お
よび悶の苦難へ導く， (3)一般人が期待をかける貴族と君
侯の子息は，とくに留意して指導する， (4)正しい教示の
基礎は，人間を動物から，蓄を悪から，…資者を滋者か
ら，…祝福の道を破滅の道から区別するよう狸解させる
にある。
以上のような指導に専念して，或る程度予どもが成長
し，その心へあなた自身が栄養を与ええなくなったとき
には， 子どもは当然，小学校へ引渡さるべき機会が当来
したのである。
しかも Comeniusが「児童の学校J<X主主)でいうよ
うに，小学校へ進学するには， i31)土台が丈夫に間めら
れていないと，その上lζ構築された建物は， ・動揺し倒
壊する」乙とを知るべきである。今や年齢相応の潔解力
をもった子どもたちは，母国語学校へ就学して行く。
以上要するに彼の思想、lま，すべて「幼児教育の父jの
名にふさわしいというととができるであろう。
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Summary 
This is a study about the development of J， A， Comenius's ( 1592~1670)thought， selecting his three 
books， "Groβe Unterrichtslehre" (1627~1632 )， "1nformatorivm der Mutter Schul" (1633)， and "Pamト
aedia" ( 1650~ l， all of which refer to Early Childhood Education among his many books， 
His basic idea is this: he sets a final eod of education 00 'Gott' and a means on電Naturund Sinn'， 
And， supporting a viewpoint of 'Pansophia'， he advanced ・aladder system' (an education system which 
takes into consideration the stages of children's growth)， 
1n his former two books he proposed that an infant from 0"，6 year-old have education at "Mutter 
Schule" (actually at home) from his mother as a teacher， 
And in the third book "Pampaedia" he emphasized the necessity and actual substance of educational 
facilities for電CollectiveEducation' admitting <h.-6 year-old chi1dren， This proposal had a background of 
宅Fromthe cradle to the grilve' thought. 
Considering his achievements， he can be said to be 'A Father of Ear1y Childhood Education'， 
Finally let me add that this paper was written in celebration of the 300th anniversary of his death 
1970 
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